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＜第８回 若園地域会議 会議録＞ 

日 時  令和５年１２月２０日（水） １９：００～２０：４０ 
場 所  若園交流館  大会議室 
出席者 委    員   １７名

事  務  局   成瀬支所長、松原副主幹、川合主査、倉地主事 
オブザーバー 澤平交流館長、寺田市議会議員  

１ 会長あいさつ＜省略＞

２ 若園地域会議の予定 
・１月１７日開催の定例会開始時間を１９時１５分に変更

３ 報告事項 
（１）第７回若園地域会議会議録について 
・内容の確認 

（２）ふれあいまつり報告 
・出展結果報告 
・アンケート集計結果報告 
委員からの意見・質問 

  ＜委員＞５年間の比較がほしい。 
  ＜委員＞家具転倒防止対策の実施率を市全体と比較してほしい。 
  ＜委員＞自治区の防災訓練等への参加結果を自治区別にしてほしい。 
  ＜事務局＞アンケートが実施できない年度もありましたが可能な範囲で用意します。 

４ 協議事項 
（１）地域課題解決事業新規事業計画について 
・地域会議からの提言に対する来年度の事業計画を作成。 
・現在確定している行事等を記載している。 
・事業を進める中で地域で出来ることなどが分かれば追記していく。その都度教えてほ 
しい。 

（２）諮問に対する答申について 
  ・答申書の修正案を説明し、意見の文章が相手に正確に伝わる内容になっているか確認 

を依頼。 
・グループに分かれて意見の修正をまとめる。 

 グループごとの修正案を項目ごとに投影して全員で協議 
将来都市像 
・「今回の方向性では「変える」を重点にしているので「つながる つくる かえる 暮 
らし楽しむまち・とよた」と表現したほうがよい。」に変更
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めざす姿  
  （２）深化 
・「表現が難しく長い、もっと簡潔にしてはどうか、例えば「しなやかに変化し続け」を 
取り、「まちを能動的かつ」からの文章を「変化を先取りしていくことが重要。そのた 
めに、変化を前向きに受容し、さらに一歩踏み出し、心豊かな社会を実現していくこ 
とが必要。」としてはどうか。」に変更
・「「全体的に日程感をもって進める意識が重要」の文言を追記してほしい。」に変更
まちづくりの基本的な考え方 
  （１）継承 
・「「発想の転換」を「発想の拡大」の表現にしてはどうか。」に変更
・「未来に残すべきもの（歴史的建造物、伝統文化）は残すようにする。」に変更
（２）深化 
・「「変える」という言葉にこだわりすぎなので、項目を「固定概念の払拭」「市民目線の 
思考」「主体的な行動」にしてはどうか。」に変更

都市構造 
（２）産業 
・「自動車だけでなく豊田市には良い自然があるので、自然を活かした農業と林業の産業 
化が必要である。」に変更
（４）自然 
・「自然をどのように守るのか具体的な方策を明記してほしい。」に変更
（５）防災

  ・意見の文言から「上水管への消火栓の設置」は削除 
・「防犯も交通安全も大事。「防災」ということばより「安心・安全」のほうが前向きな 
ことばだと思う。」に変更

５ その他 
・費用弁償の支払いについて振り込み日を報告 

★次回開催  
第９回定例会の日程:１月１７日(水)午後７時 15分  場所:若園交流館 大会議室 


